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<川柳コーナー>

高
齢
者
が
増
え
、
若
者
の
負
担
を
減
ら
す
べ
き
と
い
う
が
、

年
金
も
介
護
も
医
療
も
、
い
ず
れ
若
者
も
お
世
話
に
な
る
も
の
。

社
会
保
障
は
す
べ
て
の
国
民
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
制
度
。

高
齢
者
と
若
者
を
対
立
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
を
許
す
な

障
が
い
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

要
介
護
認
定
者
を
市
町
村
長
が
税
法
上
の
障
が

い
者
と
認
め
れ
ば
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
多
く
の
市
町
村
が
要
介
護
認

定
者
を
「
障
が
い
者
等
に
準
ず
る
」
と
し
、
税

法
上
の
障
が
い
者
控
除
の
対
象
と
し
て
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
（
裏
面
参
照
）

南
知
多
町
も
昨
年
度
の
認
定
者
は
自
動
認
定

で
す
が
、
１
０
０
人
程
度
で
す
。
ま
だ
そ
の
他

の
介
護
認
定
者
は
、
窓
口
申
請
が
必
要
で
あ
る

と
の
立
場
を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

美
浜
町
は
、
自
動
認
定
発
行
と
な
り
、
昨
年

の
２
２
４
人
か
ら
４
０
８
人
と
２
倍
近
く
に
増

え
ま
し
た
。
南
知
多
町
も
介
護
認
定
者
は
す
べ

て
障
害
自
動
認
定
に
変
え
る
べ
き
で
す
。

令
和
５
年
度
は
、
介
護
保
険
事
業
の
第
８

期
の
最
後
の
年
で
す
。
同
時
に
第
９
期
の
３

年
間
の
計
画
づ
く
り
の
年
と
な
り
ま
す
。
内

田
議
員
は
、
第
９
期
（
令
和
６
年
～
令
和
８

年
）
の
基
準
保
険
料
は
５
０
０
０
円
以
下
に

で
き
る
は
ず
と
、
国
の
介
護
事
業
の
改
悪
か

ら
町
民
を
守
り
、
安
心
し
て
利
用
し
や
す
い

介
護
保
険
事
業
に
向
け
て
質
問
を
し
ま
す
。

す
で
に
基
金
の
積
み
上
げ
は
２
億
円

保
険
料
引
き
下
げ
は
十
分
可
能

決
算
で
は
、
第
８
期
（
令
和
３
年
～
令
和

５
年
）
の
２
年
目
に
入
っ
た
介
護
保
険
料
の

基
金
の
積
み
上
げ
が
、
令
和
３
年
度
は
２
億

９
９
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
時
の
第
７
期
の
最
後
に
第

８
期
保
険
料
を
計
画
し
た
時
の
準
備
基
金
額

１
億
９
５
６
３
万
円
を
超
え
る
水
準
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
８
期
保
険
料
計
画
時
に
は
、

約
７
５
３
３
万
円
の
準
備
基
金
を
非
常
時
の

若
者
も
い
ず
れ
お
世
話
に
介
護
保
険

第
９
期
介
護
保
険
料
は

基
準
保
険
料
を
５
千
円
以
下
に

介
護
認
定
者
の
障
が
い
者
控
除
の

自
動
認
定
書
発
行
を

保
険
料
は
３
年
間
で
全
て
処
理
す
る
こ
と

が
原
則
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
基
金
等
で
余
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
次
期
の
保
険
料
計
画

に
投
入
し
、
で
き
る
だ
け
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
考
慮
す
る
の
が
、
国
・
県
の
指
導
方
針

で
す
。

町
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
始
ま
る
第
９
期

保
険
料
を
計
画
す
る
時
に
は
、
各
個
別
保
険

計
画
の
策
定
を
で
き
る
限
り
正
確
に
予
想
す

る
と
同
時
に
、
令
和
４
年
度
、
令
和
５
年
度

も
積
み
上
が
る
で
あ
ろ
う
介
護
保
険
準
備
基

金
を
、
半
田
市
の
よ
う
に
ほ
ぼ
１
０
０
％
取

り
崩
し
た
第
９
期
介
護
保
険
料
計
画
に
す
べ

き
で
す
。

南
知
多
町
の
令
和
５
年
度
ま
で
続
く
第
８

期
介
護
保
険
計
画
の
基
金
投
入
は
61
・
５
％

し
か
し
な
い
計
画
で
し
た
。
少
な
く
と
も
、

知
多
半
島
の
知
多
北
部
広
域
連
合
（
知
多
市
・

大
府
市
・
東
海
市
・
東
浦
町
）
の
79
・
９
％

投
入
や
、
常
滑
市
の
よ
う
に
79
・
６
％
投
入

す
れ
ば
、
現
在
の
５
０
０
０
円
の
基
準
額
は
、

あい寿の丘

た
め
に
残
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
半
田
市
の

よ
う
に
全
額
使
え
ば
毎
月
の
保
険
料
は
、
約

３
２
０
円
安
く
で
き
、
４
６
８
０
円
に
で
き

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
末
の
準
備
基
金
の
積
み
上
げ
は
、
毎

年
同
じ
額
の
積
み
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
第

８
期
保
険
料
の
第
５
段
階
保
険
料
を
２
期
続

け
て
現
状
維
持
の
５
０
０
０
円
に
し
た
こ
と

は
問
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
（
裏
面
参
照
）

町
は
、
介
護
保
険
制
度
で
何
が
あ
る
か
分

か
ら
な
い
か
ら
一
定
残
す
こ
と
は
必
要
で
あ

る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
の

基
金
の
積
み
上
げ
額
を
み
れ
ば
、
基
金
を
す

べ
て
投
入
し
た
計
画
も
十
分
可
能
で
大
丈
夫

で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
、
半
田

市
、
一
宮
市
、
安
城

市
の
よ
う
に
１
０
０

％
近
く
基
金
を
投
入

し
て
保
険
料
を
維
持

し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
の
で
す
。

保
険
料
３
年
間
分
は

保
険
者
に
返
す
の
が
原
則

４
０
０
０
円
台
に
で
き
た
は
ず
で
す
。

内

田
議
員
は
、
こ
の
間
何
度
も
こ
の
介
護
保
険

制
度
の
質
問
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
も

来
期
に
向
け
て
改
善
を
求
め
る
一
般
質
問
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

<１２月議会日程>

安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険
制
度
を
実
現
し
よ
う

12月議会始まる

12
月
議
会
に
は
、
「
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
条
例
案
」
や
人
事
院
勧
告
に
従
っ
た
「
町
長
・

議
員
・
職
員
の
給
与
・
報
酬
改
定
議
案
」
「
定
年
制
引
き
上
げ
の
た
め
の
条
例
案
」
「
中
学
校

通
学
用
バ
ス
借
り
上
げ
・
運
行
事
業
委
託
事
業
等
の
債
務
負
担
行
為
等
の
１
２
３
１
万
円
が
追

加
さ
れ
て
80
億
６
１
１
９
万
円
の
補
正
予
算
案
」
等
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
日
に
議
案
が
上
程
さ
れ
、
７
日
の
一
般
質
問
は
、
今
回
は
片
山
議
員
・
吉
原
議
員
・
内
田

議
員
の
３
人
の
予
定
で
す
。
内
田
議
員
は
、
①
南
知
多
町
が
統
一
協
会
と
関
係
を
絶
つ
た
め
に

②
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険
制
度
②
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
に
向
け
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
実
現
④
会
計
年
度
任
用
職
員
の
安
定
雇
用

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

６
日

本
会
議
初
日

７
日

一
般
質
問

９
日

文
教
厚
生
委
員
会

13
日

総
務
建
設
委
員
会

16
日

本
会
議
最
終
日

今
回
は
、
一
般
質
問
者
は
３

人
の
み
で
大
変
残
念
で
す
。

内
田
議
員
は
３
番
目
で
す
。

お
気
軽
に
傍
聴
に
参
加
し
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


